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平成 28 年 9 月 6 日

1 一人ひとりの個性が活きる 人が輝くまち
平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 福島市

①市民１人当たりの都市公園面積１０．２９㎡／人(H21)から１０．５５㎡／人(H26)に増加
②都市公園などへの植樹本数（累計）５３，７７５本(H21)から６３，７７５本(H26)に増加
③都市公園改修遊具数２１２／６７８（H21）＝３１．３％から３５７／６７８（H26）＝５２．７％に増加

（H22当初） （H24末） （H26末）

・福島市飯坂地区における公園の整備が完了したことにより、一人当たりの都市公園面積が11.1ｍ2に増加した。
・公共施設や公園整備における緑化を推進した結果、64,805本に増加した。
・長寿命化計画の策定により、ライフサイクルコストの縮減に繋がる、補修・改築を行うべき公園施設が明確となった。

　今回は東日本大震災の復旧事業の影響や、長寿命化計画の見直しにより、都市公園遊具の改修を進めることが出来なかった。今後は、長寿命化計画の見直しを適宜行いながら長寿命化計画に沿う公園施設の種類に応じた日常点検、
定期点検を行う。また、緑地、公園整備、緑化の推進を図りながら、公園利用者の安全と利便性を確保と適切な維持管理に努めると共に、予算執行の平準化を図りながら計画的な補修・改修及び更新を実施し、施設の延命化による
ライフサイクルコストの縮減に努める。

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

1-A1-1 公園 一般 福島市 直接 1,025 防災・安全へ移行

1-A1-2 公園 一般 福島市 直接 61

1-A1-3 公園 一般 福島市 直接 61

1-A2-1 公園 一般 福島市 直接 339 防災・安全へ移行

1-A3-1 公園 一般 福島市 直接 6 防災・安全へ移行

1,492

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-B-1 道路 一般 福島市 直接 27 防災・安全へ移行

27

番号 備考

1-B-1 道路改良により公園利用者等の安全性の向上を図り、快適で安全で安心して利用できる公園整備を支援する。

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-C-2 施設整備 一般 福島市 直接 福島市 30 防災・安全へ移行

       

30

番号 備考

1-C-2 防災・安全へ移行

②福島市内における植樹本数の累計により算出する。（福島市環境基本条例、環境基本計画の「進行管理指標」による）※福島市総合計画に位置付けられている。
53,775本 59,775本 63,775本 64,805本

　都市公園等への植樹本数（累計：本）＝N53,775本（H21末実績）＋（年数×2,000本╱年）※N=75,775本（H32目標値）

歩行者誘導板、施設案内看板整備

福島市計画策定公園施設長寿命化計画策定調査福島市

福島市 市道古川・宮畑線道路改良 道路改良 L=200m 福島市

福島市緑化重点地区総合整備事業（都心南北地区）

都市公園事業（宮畑遺跡史跡公園） 福島市

  遊具の危険度数（%）＝危険な遊具数/全体の遊具数

10.29㎡／人
①福島市の都市公園の合計面積を行政区域人口で除して算出する。※福島市総合計画に位置付けられている。

　一人当たりの都市公園面積（㎡/人)＝都市公園の供用面（㎡）╱行政区域人口（人）

③福島市の都市公園(H21)１８７のうち遊具がある１３２公園の遊具点検を「遊具の安全に関する基準JPFA-S:2008」に基づき遊具の危険度を算出する。

福島市

10.33㎡／人 10.55㎡／人

31.3% 38.6% 52.7%

（H26年度）

11.1㎡／人

31.3%

実績値

　　今後の方針

　　社会資本整備総合交付金を充てた要素事業の進捗状況

社会資本総合整備計画　事業評価シート
計画の名称
計画の期間 交付対象

定量的指標の現況値及び目標値

福島市緑の基本計画において、都市公園等の整備、緑地の保全・活用、公共施設や民有地の緑化、緑化意識の普及啓発や緑化活動への市民参加など都市の「緑の保全・創出」に努め、史跡宮畑遺跡の歴史的資源を核としたネットワークの構
築を図ると伴に「やさしさと自然の温もり福島観光圏」と連携しながら市民協動によるまちづくりを推進するものである。
また、市民の目線に立った公園施設の安全確保等を図るため、既存遊具を活用した「誰もが安全で安心して利用できる」公園施設の改築等に着手するものである。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式

計画の目標

　　事業効果の発現状況

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1.9%

当初現況値 中間目標値 最終目標値

30百万円

施設整備・用地取得A= 5.6ha

（事業箇所）
事業者

要素となる事業名

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費
（百万円）

Ｂ 27百万円 Ｃ1,549百万円 Ａ 1,492百万円

市町村名

合計

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

（延長・面積等）
全体事業費
（百万円）番号 事業者 要素となる事業名

事業内容 事業実施期間（年度）

合計

市町村名

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

公園事業（1-A1-1）と一体的に整備することで、「歴史的資源の情報・避難者の誘導」をするための施設整備を図ります。

福島市 施設整備（市役所新庁舎　東棟）

合計

一体的に実施することにより期待される効果

福島市 じょーもぴあ宮畑案内サイン整備事業

福島市 緑化重点地区総合整備事業（飯坂地区） 施設整備（愛宕山公園、八幡緑地、乙和公園、八景公園、月崎公園） 福島市

福島市 福島市都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業 施設改修（信夫ヶ丘総合運動公園）施設更新（十六沼公園ほか9公園） 福島市



（参考図面）市街地整備

計画の名称 1 一人ひとりの個性が活きる 人が輝くまち

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 福島市交付対象

福島駅

1-A1-1公園事業（都市公園事業）
宮畑遺跡史跡公園（5.6ha)

1-A2-1公園事業（安全安心）
信夫ヶ丘総合運動公園
（陸上競技場施設改修)

1-A2-1公園事業（安全安心）
十六沼公園（大型木製遊具の更新）

1-A2-1公園事業（安全安心）
荒川桜づつみ河川公園（大型遊具5基の更新）

※未実施

1-A2-1公園事業（安全安心）
蓬莱中央公園（大型木製遊具の更新）

1-A2-1公園事業（安全安心）
土合舘公園（木製複合遊具の更新）

1-A2-1公園事業（安全安心）
大森東公園（複合遊具等の更新）

※未実施

1-A2-1公園事業（安全安心）
野田中央公園（木製複合遊具の更新）

1-A2-1公園事業（安全安心）
柿田公園（複合遊具の更新）

1-A2-1公園事業（安全安心）
高田公園（複合遊具等の更新）

1-A2-1公園事業（安全安心）
穴田公園（滑り台の更新）

1-A2-1公園事業（安全安心）
桜台第3公園（鋼製複合遊具の更新）

1-A3-1公園事業
公園施設長寿命化計画策定調査

1-B-1道路事業
市道古川・宮畑線道路改良L=200m

1-C-2施設整備
じょーもぴあ宮畑案内サイン整備事業

1-A1-3公園事業（緑重：飯坂地区）
月崎公園（0.15ha）

1-A1-3公園事業（緑重：飯坂地区）
八景公園（0.15ha）

1-A1-3公園事業（緑重：飯坂地区）
八幡緑地（0.09ha） 1-A1-3公園事業（緑重：飯坂地区）

愛宕山公園（4.80ha）

1-A1-3公園事業（緑重：飯坂地区）
乙和公園（0.60ha）

1-A1-2公園事業（緑重：都心南北地区）
市役所新庁舎東棟


